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授業の目標と期待される効果：

計算の原理，計算のモデルをさまざまな角度

から学び，計算の本質に対する理解を深める。

(1) チューリング機械と Sプログラムを理

解する。

(2) チューリング機械と Sプログラムの計

算方法を理解する。

(3) 計算の異なる表現の仕方を理解する。

(4) 計算の異なる表現の計算方法を理解す

る。

(5) データのコード化を理解する。

(6) 計算の限界について理解する。

成績評価の方法：

期末試験を１００点，課題レポートを２５点とし，得点率で評価

する。

達成度評価の基準：

(1) チューリング機械および Sプログラムを理解している。

(2) チューリング機械および Sプログラムの計算を理解している。

(3) 帰納的関数，ラムダ計算を理解している。

(4) 帰納的関数，ラムダ計算における計算を理解している。

(5) 2進コード化，ゲーデル数を理解している。

(6) 計算不可能の概念を理解している。

授業の進め方とアドバイス：

授業は板書を中心に行なうので，各自学習ノートを充実させること。

教科書および参考書：

計算論入門（渡辺治，米崎直樹・日本評論社）を教科書とする。

授業の概要と予定：後期 教室外学修

第１回：チューリング機械入門
必要となる数学的知識を復習する。授業で取り扱っ
たチューリング機械の様々な入力に対する動作を
検証する。教科書の問 2.1～問 2.3を解く。

第２回：チューリング機械による計算
多変数関数を計算するチューリング機械の様々な
入力に対する動作を検証する。教科書の問 2.4～問
2.10を解く。

第３回：データのコード化と多テープチューリング機械 多テープチューリング機械の様々な入力に対する動
作を検証する。教科書の問 2.11～問 2.19を解く。

第４回：チューリング機械の合成
チューリング機械の合成を利用し，実際にチュー
リング機械を構成してみる。教科書の問 2.20～問
2.25を解く。

第５回：万能チューリング機械 万能チューリング機械を理解する。対角線論法を
理解する。教科書の問 2.26, 問 2.27を解く。

第６回：チューリング機械計算可能性 教科書の問 2.28～問 2.31を解く。

第７回：Sプログラム 教科書の問 1.1～問 1.10を解く。

第８回：Sプググラム計算可能性 教科書の問 1.11～問 1.20を解く。

第９回：帰納的関数入門 原始帰納法の仕組みを理解する。教科書の問 3.1～
問 3.6を解く。

第１０回：原始帰納的関数とゲーデル数
原始帰納的関数の合成の仕組みを理解する。ゲー
デル数とコード化について理解する。教科書の問
3.7～問 3.20を解く。

第１１回：帰納的関数とチューリング機械 解釈関数の帰納性について理解する。教科書の問
3.23～問 3.25を解く。

第１２回：原始帰納的関数と帰納的関数の関係 for-times 計算可能性について理解する。教科書の
問 3.26, 問 3.27を解く。

第１３回：ラムダ計算入門 実際の例でラムダ計算を行ない，仕組みを理解す
る。教科書の問 4.1～問 4.6を解く。

第１４回：自然数のコード化
自然数のコードを用いたラムダ計算を実際に行な
い，仕組みを理解する。教科書の問 4.7～問 4.9を
解く。

第１５回：ラムダ計算による計算可能性 計算可能性について理解する。教科書の問 4.10～
問 4.12を解く。

期末試験

第１６回：フォローアップ（期末試験の解答の解説など）


